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， 議
の
結
果
に
外
な
〉
り
も
C

れ
ば
な
ん
ん
0

要
す
る
に
英
同
の
制
む
罪
人
候
例
を
制
定
す
る
の
必
婆
な
お
C

字
り
o

一
例
之
ば
巴

皮
は
遠
く
情
閣
の
康
史
に
其
棋
源
を
援
す
る
が
故
仁
吾
人
里
の
裁
列
所
が
褒
し
な
る
召
喚
状
は
柴
梶
仁
一
於
け
る
被
告

は
此
根
源
を
動
揺
せ
し
む
る
が
如
を
何
等
の
行
匁
あ
る
・
可
に
封
し
て
唱
有
数
に
し
て
、
佑
林
の
一
裁
判
所
が
下
し
文
る

が
ち
歩
。
予
は
長
く
乏
を
殖
民
地
の
一
公
織
に
受
く
る
唱
の

J

剣
決
は
青
島
に
於
て
苦
筒
輩
容
易
い
ト
之
を
執
行
す
る
と
と

な
る
が
故
に
下
の
一
堕
号
下
す
仁
鶴
一
路
芸
る
な
L
リ
。
日
…
を
得
可
し
o

斯
く
大
陸
制
度
一
拡
我
闘
の
制
度
I
C
相
手
ノ
る

く
職
を
殆
民
地
に
奉
み
が
，
r

る
者
が
衷
必
よ
'
り
喜
ん
や
共
事
に
…
乙
主
頗
る
大
な
1

り
と
総
司
加
わ
唱
其
中
推
奨
す
可
き
美
鮪

蛍
る
は
で
人
其
活
動
土
の
濁
立
を
許
輿
せ
ら
る
、
が
故
一
も
亦
少
な
か
ら
や
/
し
て
其
根
本
的
概
念
仁
至
つ
て
は
-
常
倒

な
λ
ノO

翌
一
目
す
れ
ば
彼
等
は
自
己
の
刻
苦
経
緯
は
皆
一
に
一
的
な
6
0
葉
詳
細
に
歪
6
て
は
普
通
一
般
の
人
士
に
取

6

白
己
の
管
轄
に
委
せ
ら
れ
た
る
幾
多
の
生
震
の
幅
利
を
増
一
一
て
は
頗
る
乾
燥
無
味
な

t
j縦
号
、
現
に
殆
一
民
地
を
獲
得

a

巡
す
る
の
越
な
る
を
信
本
ノ
る
が
故
仁
一
能
く
櫛
風
泳
雨
.
の
難
一
せ
ん
と
す
る
新
岡
家
に
琢
ち
て
は
決
し
て
看
過
す
可
が
ら

に
蹄
ふ
る
な

b
o

一、
σ
る
所
に
し
て
、
混
と
口
本
、
が
滋
遇
せ
る
問
題
中
最
H
U
m
栄

火
除
諮
問
が
殖
民
地
を
統
治
す
る
の
方
法
は
細
徴
な
る
一
要
な
る
部
分
字
り
と
す
。
菱
日
本
は
大
陸
英
国
柄
制
度
中

欧
州
じ
盗
る
迄
英
闘
の
制
度

t
異
な
る
唱
の
ま
t
り
o

的
も
大
…
仁
川
付
金
」
て
白
闘
の
野
殖
民
地
方
針
を
選
定
せ
ぎ
る
可
か
ら

陸
諸
闘
の
存
ず
る
殖
民
地
位
早
に
海
外
に
横
は
れ
る
帝
町
…
ぎ
る

ι至
る
可
し
。
今
や
賎
霧
未
だ
傑
(
し
て
磯
山
首
A
F
可

の
一
断
芹
に
滋
、
き
芯
る
と
t
L
恰
か
弘
英
繭
の
級
北
端
-
に
あ
…
き
の
特
に
迷
せ
宇
〈
推
号
、
今
日
の
徴
候
よ

i，
之
を
見
れ

ち
て
ダ
!
λ

ム
p
ζ

綿
せ
ら
る
、
地
方
、
が
英
蘭
に
封
ず
る
関
一
ば
日
本
は
一
各
制
度
の
粋
を
抜
を
て
之
を
併
用
せ
ん
と
す
る

係
の
如
し
、
従
て
干
の
結
果
を
生
安
、
働
問
叉
は
濁
逸
よ
替
の
、
如
し
。
故
に
，
若
し
批
評
家
に
し
て
瞥
ら
く
襟
日
傍

より逃
G
し
セ
る
犯
罪
人
は
決
し
て
抵
抗
殖
民
地
に
波
隠
す
る
郡
日
本
を
し
て
卒
稼
に
英
政
策
を
安
行
ず
る
ζ

t
し
を
得
せ

乙
E

む
を
一
得
安
。
而
し
て
之
が
潟
け
の
に
華
道
英
閣
の
如
き
逃
し
め
ん
わ
、
久
し
か
ら
品
少
し
て
同
一
閣
は
世
界
に
卦
し
最
au

靖
議
離
繍
識
調
関
隷
額
調
調
園
調
繭
調
関
醸
輔
調

雑

銭

108 

完
全
な
る
殖
民
政
策
の
模
解
ゼ
一
不
ず
に
蚕
る
可
し
(
終
)

100 

制
一
民
日
本
殿
問
中
西
奇
比
較
論

小

泉

信

一

三

左
の
一
夜
は
級
一
概
一
出
火
の
大
家

H
H
H
p
g
v

雪

2
6角
川
町
ね
て
数
段
の
.
近
業

4

同
0
5
0

EO}LS記
念

2
5含
言
。
p
同
一
円
凶
作

5
H
o
g
g
-
z
g
z
s
r中
一
卒
の
要
領
な
り

太
平
洋
全
国
一
停
に
ご
閣
の
殆
ど
相
野
し
て
位
置
せ
る
者
し

あ
6
0
一
八
六
八
年
明
治
隊
府
の
建
設
以
後
麟
《
安
全
・
克

明
世
界
を
驚
嘆
せ
し
め
っ
、
、
幼
一
稚
な
る
亜
細
躍
的
紋
様

を
脱
し
で
最
高
の
す
，
r

化
に
到
達
し
叱
る
日
本
及
ば
銃
に
三

十
年
来
大
統
領
ポ
ル
ブ
ィ
リ
オ
、
ず
イ
ア
ヅ
の
治
下
に
前

例
な
を
卒
型
剛
一
波
遣
の
時
期
に
入
。
、
全
世
界
ω
大
嶋
釆

畑
任
に
異
常
の
速
度
、
と
忍
耐
之
を
以
て
大
騰
に
美
女
物
議
達

を
計
議
す
す
'Q
事
世
界
史
に
殆
，
E
葉
比
を
見
、
ぎ
る
墨
西
活
問
主

目疋
J

な
t
り
。
而
・
し
て
長
さ
歴
史
を
有
一
ず
る
此
ニ
闘
が
殆
ど
岡

崎
に
可
お
化
似
〕
し
共
に
同

b
く
究
明
に
向
て
大
々
的
努
ガ

を
試
み
北
る
の
事
貨
は
白
ら
比
較
動
照
を
祭
休
」
ぎ
ら
し
む

る
者

J

ゐ・
6
0
国
よ
6
某
他
の
欧
州
に
於
て
は
峰
山
氏
一
上
一
境
遇
上

一
一
闘
の
相
異
な
る
所
甚
だ
多
か
る
可
し
2
・
勝
而
港
二
闘
が

雑

銭

…コ一一五回

共
に
急
激
に
凡
て
の
近
世
の
技
術
t
岡
民
経
緯
よ
」
を
採
用

し
之
を
関
係
し
な
る
は
特
仁
興
味
め
る
比
較
の
要
黙
な
る

を
失
は
み
ず
。

ユ
閣
の
自
然
修
件
は
.
甚
だ
異
れ
ん

J

、
墨
闘
の
領
土
の
約

宇
は
熱
帯
線
内
に
あ
'orダ
ヱ
ラ
グ
ル
炉
、
ア
は
げ
行
寸
一
の

二
大
港
、
首
都
い
よ
f

キ
ジ
コ
(
但
し
高
一
一
千
米
の
牽
地
上
に
あ

る
を
以
て
気
候
は
襖
羽
な
b
〕
亦
比
中
仁
あ
れ
共
日
本
に

て
は
略
同
緯
度
川
仁
位
す
る
者
は
曇
簡
の
一
小
部
の
み
、
他

は
悉
ぐ
北
緯
一
三
十
度
四
十
度
の
間
仁
あ
I
9
て
調
帯
的
気
候

を
有
す
。
凶
r
ヱ
の
大
一
は
益
岡
日
本
に
勝
る
事
五
倍
一
な
る
省

人
口
は
白
木
却
て
四
倍
し
之
に
韓
岡
人
(
千
乃
至
千
五
一
有

前
向
)
を
加
ふ
る
時
は
其
差
一
見
に
大
な
ら
O

仙
ぬ
れ
共
人
口
、
増
加

率
は
過
去
三
!
?
年
殆
ぃ
c
相
等
し
く
し
て
年
々
共
一
仁
百
分
一

強
を
算
ふ
っ
併
乍
ら
此
増
加
率
は
雨
者
、
仁
封
し
各
々
闘
北
(
る

意
味
を
有
す
る
者
K
し
ぐ
日
本
に
て
は
其
一
部
を
濁
清
謂

露
戦
後
の
領
土
援
強
仁
蹄
す
可
き
が
も
、
メ
キ
シ
ヨ
ト
は
会

く
葉
事
な
ぐ
、
叉
日
本
は
年
々
多
数
の
人
二
九
O
O年
以

後
は
十
高
一
以
上
、
但
し
葉
大
部
分
は
一
時
的
核
佼
~
者
な

''b)

を
海
外
に
送
る
も
メ
キ
ジ
ゴ
に
於
て
は
前
年
感
な
6
し
合

ぎ
退
去

H 



雑
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除
官
品

s
t
F
 

衆
閥
移
住
ず
ら
今
は
会
く
白
砂
止
せ
る
か
の
観
あ
よ
ツ
O

人
口

の
囲
内
移
動
に
於
て
悲
亦
一
一
閣
は
同
b
か
ら
み
が
ノ
、
メ
キ
ジ

コ
は
肥
沃
の
地
仁
し
て
人
口
の
稀
薄
を
忠
と
す
る
者
多
々

な
る
に
、
日
本
仁
於
て
は
北
海
道
は
毎
年
内
地
人
の
移
住

者
間
高
五
千
乃
歪
六
寓
八
千
を
受
け
つ
h
あ
2

り。

3
れ
以

要
之
日
本
の
就
に
甚
だ
拐
容
な
る
人
口
は
会
髄
に
於
て
未

だ
甚
だ
稀
薄
な
る
を
菟
れ
も
d

る
メ
キ
ジ
ー
の
人
口
仁
比
し

議
に
勝
れ
る
図
カ
を
表
示
す
る
者
と
一
五
ふ
可
ぎ
な
ん
〆
O

此
墨
西
膏
の
人
口
が
右
越
の
如
〈
著
し
く
(
一
年
百
分

一
強
)
増
加
し
つ
h
あ
る
事
貨
の
影
響
は
第
一
に
過
去
三

十
年
来
交
通
業
の
大
接
惑
に
現
は
る
、
印
も
三
十
年
前
に

比
し
銭
遂
の
み
長
三
十
五
倍
し
、
族
容
は
十
二
倍
、
貨
物

噸
数
は
五
十
倍
を
超
ヘ
、
銭
遣
の
牧
入
亦
質
仁
三
十
五
倍

に
還
せ
1
9
0

之
を
日
本
に
比
み
る
に
延
長
に
於
て
は
メ

キ
ジ
ゴ
勝
る
事
二
倍
宇
(
八
千
濁
一
八
千
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
)
な
れ
共
凝
客
数
は
二
分
一
(
五
二
百
高
野
一

O
五
百

寓
)
に
過
ぎ
歩
、
職
廷
貨
物
噸
数
は
僅
に
二
一
分
一
(
六
百

市
内
七
噸
野
二
百
寓
噸
)
を
占
ひ
。
此
数
字
は
明
か
に
墨
閥

銭
遣
の
級
一
鶴
岡
が
如
何
に
粗
放
的
な
ぶ
か
を
一
不
せ
-hj
、
但
し

五
六

財
政
上
の
成
績
に
闘
し
英
図
側
よ
ち
加
へ
ら
れ
れ
に
る
鍛
道

政
策
の
非
難
は
必
L
毛
嘗
れ
る
者
に
非
歩
。
日
本
に
於
て

は
進
歩
は
常
仁
迭
が
に
急
逮
に
行
砿
れ
、
鎖
遣
の
み
1.長
及

び
牧
入
以
三
十
年
間
に
百
倍
せ
・
0
0
之
れ
資
に
比
類
な
ぎ

護
建
に
し
て
皆
目
初
の
歌
態
の
幼
稚
な
t
り
し
事
t
ζ

日
本
図
民

総
務
の
偉
大
な
る
精
力
主
を
岡
崎
に
表
示
す
。

郵
便
電
信
に
於
け
る
装
闘
の
進
歩
は
之
を
日
本
に
比
す
る

宅
街
著
し
き
者
あ
よ
り
。
一
八
レ
七
六
年
に
較
ん
か
る
に
雨
闘
の

郵
便
局
数
は
共
仁
三
倍
、
主
(
業
務
は
共
に
約
二
十
八
倍
電

線
の
会
長
は
三
十
年
前
よ

h
が
も
塁
間
一
仁
於
て
宅
六
倍
、
日

本
に
於
て
は
八
倍
せ
ん
'
0

然
れ
共
日
本
の
電
線
全
長
は
墨

闘
の
夫
れ
の
約
二
倍
(
・
必
千
都
内
一
四
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)

仁
過
ぎ
念
る
に
通
信
の
数
拡
日
本
質
に
五
倍
を
有
せ
F

り。

銀
行
業
活
亦
墨
闘
に
於
て
大
な
る
進
歩
宏
建
げ
セ

b
o

一
八
七
六
年
仁
は
株
式
資
本
五
十
蔦
弗
を
有
ず
ふ
唯
一
の

夜
行
策
割
引
銀
行
存
在
し
セ
る
の
み
'
な
る
苦
手
九
百
三
年

仁
は
三
十
二
銀
行
合
計
一
億
弗
の
資
本
を
以
て
業
務
を
行

ヘ
1

り
。
此
紡
に
於
て
宅
之
を
日
本
に
比
す
可
し
邸
も
日
本

の
銀
行
資
本
総
計
(
一
二
億
七
千
三
百
寓
国
)
は
~
八
七
三
年

仁
比
し
百
倍
以
上
に
蓬
せ
る
な
よ
ツ
O

信
用
組
織
の
大
な
み
設
建
の
影
響
は
最
著
し
く
外
側
貿
易

甚
だ
停
滞
的
な
る
は
墨
西
奇
の
海
運
業
な
よ
り
、
治
岸
航
の
成
績
に
現
は
れ
セ

6
0
英
償
絡
は
約
三
十
年
間
に
安
に

海
を
除
く
の
外
海
上
交
通
は
殆
ど
会
く
外
図
舶
舶
に
依
て
六
倍
(
六
百
五
十
高
踏
切
よ

b
コ
一
千
七
戸
寓
踏
切
)
し
、
禁
中
戦

行
は
れ
、
一
元
O
凶
年
墨
闘
港
湾
を
出
入
せ
る
嫡
舶
約
千
一
入
は
三
倍
、
輸
出
は
レ
七
倍
の
増
加
を
示
せ

b
o
日
本
の
外

五
百
の
中
白
岡
岡
絡
を
有
す
る
者
僅
に
汽
般
四
十
阿
南
八
一
関
貿
易
は
丸
信
償
格
八
千
一
百
寓
略
的
ご
九

O
五
年
)
に
し
て

千
噸
帆
胸
囲
十
八
隻
八
千
八
百
噸
仁
過
ぎ
ヂ
。
此
欧
州
に
於
…
メ
キ
ジ
ヨ
に
勝
る
事
一
一
一
倍
、
而
し
て
英
進
歩
宅
亦
議
仁
急

て
は
千
九
百
五
年
に
汽
舶
一
必
六
六
隻
八
十
市
内
噸
西
洋
型
一
漣
仁
し
て
一
二
十
年
前
に
比
し
十
五
倍
竿
を
現
せ
ん

O

仮
し

帆
帥
胸
囲
千
隻
三
十
二
高
九
千
噸
を
有
す
る
日
本
・
と
は
到
底
一
之
れ
に
人
口
数
相
違
の
抑
制
的
を
加
ふ
る
時
は
mw一
西
混
同
の
資

比
較
す
可
〈
対
も
あ
ら
み
恥
/
O

而
し
て
日
本
は
此
欧
州
に
就
て
明
一
易
は
銃
仁
高
を
程
度
主
連
朴
、
る
者
と
一
千
か
可
し
、
蒸
し
賢

治
年
間
に
他
の
交
遜
業
と
同
様
な
る
長
足
の
進
歩
を
な
し
一
易
額
を
人
口
に
割
償
つ
る
肢
は
墨
西
耳
刊
に
於
，
て
は
一
人
五

、
花
る
が
も
墨
商
膏
に
於
て
は
停
滞
否
寧
ろ
退
歩
を
見
、
下
り
。
一
十
士
山
な
れ
共
日
本
に
於
て
は
三
十
二
芯
に
過
ぎ
ぎ
れ
ば
な

査
し
千
八
百
七
十
年
仁
は
臼
本
の
瀦
舶
中
長
治
の
航
海
に
丁
り
。

堪
ゆ
る
者
三
五
の
汽
舶
と
十
一
の
帆
般
此
…
段
以
計
一
寓
八
一
墨
西
一
苛
を
以
て
前
代
に
於
て
全
世
界
に
比
一
障
を
見
守
心

千
を
有
し
き
'U
の
み
な
ら
し
が
、
器
一
酉
耳
刊
の
商
織
は
二
十
一
経
務
的
大
経
遼
を
な
し
北
る
唯
一
口
県
個
不
思
議
の
図
な
，
P
J

年
前
却
て
今
日
よ
t

り
奇
異
数
多
き
を
算
へ
大

-bo
最
近
万
一
と
錦
、
J
G

ノ
は
誇
張
に
失
、
寸
ノ
、
何
と
な
れ
ば
命
比
外
仁
日
本
あ

ナ
ダ
メ
キ
ジ
ゴ
間
の
毎
月
航
路
に
補
助
金
を
下
附
す
る
事
…

ι、
千
八
百
六
十
年
代
未
の
頃
に
は
仰
等
世
界
経
済
に
関

ー
し
決
定
し
大
る
は
近
頃
K
於
て
墨
西
膏
政
府
が
海
運
業
に
興
す
る
事
能
は
な
ム
リ
し
が
怠
仁
一
塁
西
苛
に
勝
る
向
上
的
努

鈎
し
性
意
し
喜
憂
せ
る
唯
一
の
費
例
な
よ
り
。
カ
を
以
て
今
日
世
界
経
憐
土
其
優
越
の
池
を
鼠
得
す
る
事

国
密
西
週
刊
に
於
け
る
交
通
機
関
(
但
し
海
濯
を
除
く
)
及
び
を
得
、
花
る
あ
れ
ば
な
ん

J

と
の
理
は
右
掲
の
数
字
を
以
て
之
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雑

銭

一二五一八

山
川
を
鵡
む
~
る
に
充
分
I
C
な
す
百
し
。

一
風
車
西
膏
は
一
丸
十
年
一
以
止
に
亙
る
内
乱
の
終
了
と
共
仁
一
英

白
カ
を
一
以
て
新
い
な
る
，
岡
家
的
秩
序
、
卒
和
的
事
業
、
関
カ
増

滋
の
時
期
仁
・
進
入
せ

6
、
之
一
れ
安
に
一
橋
畿
一
不
口
俊
一
3

ろ
驚
嘆
に

偵
す
可
を
事
仁
腐
す
。
而
し
て
墨
西
膏
一
が
有
潟
、
賢
明
、
慎

重
に
し
て
・
留
に
行
政
を
改
革
す
る
の
み
な
ら
歩
翼
仁
民
必

を
刷
新
し
之
を
向
上
領
泊
帯
す
る
の
道
を
解
し
な
る
政
治
家

ポ
ル
プ
ィ
リ
オ
デ
イ
ア
ヅ
を
薬
大
統
領
に
戴
ぐ
専
を
得
-
花

る
は
特
別
の
幸
運
と
云
は
念
る
可
ら
歩
。
此
欧
州
に
関
し
て

昔
日
本
は
比
峡
の
好
封
一
象
を
供
一
ず
、
邸
い
も
此
闘
は
無
免
な

る
封
建
制
度
の
後
、
主
一
政
復
古
の
大
業
に
依
で
闘
機
の
統
一

一
を
得
高
き
天
分
を
有
ず
る
闘
民
が
再
び
其
長
く
邸
抑
味
、
回

れ
た
る
京
佐
一
的
欲
的
活
を
務
動
せ
し
む
る
に
主
よ
り
セ
る
品
。

然
れ
共
助
二
筋
一
の
場
合
に
於
て
唱
幾
ぶ
少
の
動
力
ー
が
人
民

自
身
及
伏
、
内
外
の
諸
係
件
中
に
存
在
ず
る
事
な
が

6
・
せ
ば

政
治
家
一
人
の
働
き
の
ふ
を
以
て
し
て
は
到
底
永
績
的
準

歩
減
税
一
銭
の
保
際
、
成
績
を
得
る
事
能
は
念
。
し
ゃ
必
せ

o
 

'
h
Iノ

然
れ
共
こ
捌
が
谷
新
生
涯
に
向
て
出
援
し
北
る
際
に
於

け
る
其
境
遇
一
の
い
相
異
は
貨
に
甚
し
さ
者
ゐ
6
念
。
古
を
殖

民
地
明
文
v-Q

阻
取
西
一
膏
は
幾
世
紀
閥
、
欧
洲
の
権
力
堂
ー
握
者
一
に

依
で
業
生
産
力
を
強
搾
せ
ら
れ
し
が
、
西
域
芳
の

4

織
的
貯
を

脱
し
た
る
後
に
於
て
恋
心
開
自
立
ず
る
能
は
2
1りを
o

共
鱈

憐
上
の
利
を
撞
球
せ
ん
と
す
る
も
者
西
班
牙
人
に
次
で
ア
v
d

グ
エ
ッ
グ

yν
あ
λ
ッ
、
基
西
国
問
を
患
一
一
章
旗
ゆ
?
"
ー
に
合
併
せ

ん
lι

の
運
動
は
成
功
せ

S
bし
と
鎌
命
話
機
に
行
は
れ
、

墨
囲
内
に
於
て
す
ら
英
賛
成
者
を
有
し
た
I

り
を
。
今
日
に

於
て
宅
基
一
四
習
を
以
て
単
に
其
利
仁
駅
プ
口
紅
ー
や
わ
可
き
闘

と
思
惟
す
る
者
一
砂
わ
ら
ー
ヂ
、
外
岡
殊
に
人
口
衆
閥
1

濁
逸
、
英

吉
利
、
加
奈
太
の
汽
鵡
舎
一
肢
は
此
闘
の
輸
出
口
町
殊
に
織
業

生
産
物
を
携
ヘ
去
1
9
て
制
統
治
品
殊
に
織
物
器
械
一
等
を
輸
入

し
来
る
。
墨
西
専
は
其
生
産
物
を
以
て
普
く
世
界
市
場
に

現
は
い
る
れ
共
葉
商
業
は
決
し
て
積
極
的
と
は
一
五
ぴ
難
を
な

よ
リ
。
日
本
の
経
線
判
的
地
位
以
由
来
必
然
之
!
と
同
b
か
ら
歩
。

此
闘
は
頗
る
積
極
的
に
し
で
企
業
必
に
官
め
I

り
、
的
も
先

づ
束
躍
に
於
て
は
清
岡
韓
闘
は
勿
論
、
英
銭
印
度
南
洋
諸

闘
に
其
商
人
般
舶
商
品
を
の
送
γ
り
、
市
し
て
安
に
艶
等
者
否

な
多
ぐ
は
縞
怠
守
忠
告
と
し
て
之
に
踏
み
・
進
p

化
且
で
は
め
問
頁
ト
ト
油
精

ー

隔
の
地
に
唱
-
及
ば
ん

t
す
。
然
る
ー
下
諸
外
簡
の
日
本
領
域
茶
、
絹
物
、
陶
器
等
仁
換
へ
て
銀
、
銅
、
錫
、
熱
帯
世
肱
物
と
を

内
仁
於
け
る
や
~
只
僅
仁
歩
一
歩
其
商
業
的
立
脚
地
を
擢
有
利
に
鼠
併
し
得
可
ぎ
な
-b。
一
八
五
五
年
統
育
に
於
て

ア
イ
ン
ザ
イ
千
ゲ
ヤ
ヅ
ヌ
ボ
イ
ヅ
〉
グ

保
し
得
、
北
る
仁
過
ぎ
J
P
J

、
方
的
強
搾
の
如
き
は
思
ひ
る
依
団
閉
山
一
商
奇
人
甘
併
の
潟
め
一
の
結
一
枇
組
織
せ
ら
れ
た
る
際
日
米

ら
芯
る
な
よ
り
。
一
加
之
日
本
以
一
八
八
九
年
の
金
貸
本
位
制
一
関
経
機
的
迩
絡
の
恭
一
初
の
計
査
は
貨
に
墨
阿
湾
問
を
終
出
し

採
用
仁
依
J

り
単
一
濁
外
関
係
77・
wm
欧
諸
凶
と
金
く
同
一
水
平
一
て
之
を
行
ふ
に
あ
よ
り
を
、
而
し
て
此
命
日
の
命
日
長
と
し
て
彼

線
上
に
立
花
し
む
る
に
歪
れ
る
号
、
墨
百
四
耳
切
の
本
位
制
度
一
の
日
本
の
開
護
者
ペ
り
i
提
替
が
選
任
ヨ
れ
文

h
し
が
如

i
j
j
一
、
九
百
五
年
以
後
法
定
比
償
一

.2・
一
一
三
の
複
本
位

i
…
を
は
口
県
仁
運
命
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
大
る
税
あ
ム
ソ
O

業
後
米
人

!
は
不
利
の
地
位
に
あ
ん

J

、
蓋
し
輪
出
は
此
改
草
の
潟
め
一
一
は
桑
浴
を
経
て
日
本
に
遊
歩
る
の
路
を
接
見
合
し
潟
め
mm
一

いいト奨鳳
3
る
可
し
と
雛
閥
内
の
生
産
は
銀
の
債
格
の
低
き
一
一
閥
、
母
を
拾
七
、
顧
歩
合
る
に
歪
6
1
U
が
、
一
度
太
卒
洋
仁

に
苦
み
叉
墨
闘
が
常
に
必
要
と
す
る
精
製
品
の
総
入
は
之
一
於
け
る
最
要
港
北
る
γ
ザ
ト
一
フ
y
、4

従
前
亜
細
照
貿
易
の

に
封
し
℃
高
債
な
る
金
を
支
挑
ふ
事
を
要
す
る
が
故
に
竺
鎖
錦
之
認
め
ら
れ
柁
る
ア
カ
プ
ル
ゴ
及
び
全
世
界
の
援
隊

L
を
困
難
を
感
-JF
可
を
な
F

り0

・
.
一
を
刃
刃
包
訴
し
得
可
を
良
好
な
る
入
江
を
有
す
る
ト
ポ
ロ
バ

日
一
義
雨
岡
山
伊
未
だ
相
互
に
経
務
上
密
接
の
交
通
を
行
は
…
ム
ポ
の
築
港
成
る
の
践
仁
は
日
本
は
決
し
て
将
来
に
霞
め

や
d

る
事
は
特
仁
注
目
す
可
ぎ
の
償
佐
あ
J

り
。
日
本
館
組
の

7
2池
商
航
海
の
利
を
逸
せ
し
む
る
事
あ
ら
怠
る
可
く
、
叉

ω
ル
ル
を
暴
西
混
同
絡
協
同
に
見
北
る
の
例
拡
僅
ド
一
一
同
あ
る
の
一
雨
林
に
墨
商
習
が
巽
貿
易
上
の
消
極
主
義
を
股
し
、
積
極

み
、
眼
前
…
商
混
同
問
旗
仁
至
て
は
日
本
に
於
て
会
く
知
ら
る

11
的
態
度
に
出
で
得
て
過
去
三
十
年
の
護
法
を
成
し
文
る
力

事
な
L
。
而
わ
る
此
二
捌
問
の
距
離
は
甚
だ
速
か
ら
歩
、
汽
~
を
一
具
に
賂
来
に
向
て
展
、
ぶ
る
の
時
は
来
る
可
を
な

b
d苅
)

織
を
以
て
す
れ
ば
横
践
を
出
せ
、
九
日

h

演
は
十
日
に
し
て
附
一
一
一
一
日
、
イ
ナ
マ
貌
授
が
此
支
を
草
L
て
よ
り
蹴
忙
ニ
年
を
経
た
り
o
事情、

議
一
酉
膏
太
卒
洋
岸
に
到
建
ず
可
く
、
而
し
て
其
蕗
に
於
て
ま
H
j

の
今
日
と
英
之
者
な
す
主
ず
、
九
税
者
の
日
郎
内
義
b
o

.~11a 

ニ灘

数

ピ
一
五
九


